
令和２年７月定例教育委員会会議録  

１ 日 時   令和２年７月７日（火）１０時 

２ 場 所   中間市役所本館４階第１委員会室 

３ 出席者   教育長  片平慎一 

教育委員 河本直子、衛藤修身、佐野正靖、太田かおり 

４ 欠席者   なし 

５ 事務局   教育部長    佐伯道雄 

学校教育課長  松永嘉伸 

学校指導課長  小野篤志 

教育施設課長  北原鉄也 

生涯学習課長  米満孝智 

学校指導課課長補佐 高橋啓之 

生涯学習課課長補佐 友廣慎也 

学校教育課教育総務係長 野中康伸 

６ 傍聴人  ３人 

７ 議事日程  別紙のとおり 

８ 議事次第  別紙のとおり 



定 例 教 育 委 員 会 議 事 日 程

令和２年７月７日（火）１０時００分

１ 前回の議事録の承認

２ 報告事項

（１）令和２年７月学校教育行事及び社会教育行事について

（２）中央公民館を廃止する条例の議会の継続審議について

（３）専決処分を報告し、承認を求めることについて

   承認第５号 令和２年度中間市一般会計補正予算(第４号)要求について
（４）体育会について

（５）スポーツフェスタの中止について

（６）社会教育施設の利用の段階的緩和について

（７）寄附について

３ 協議事項

（１）令和２年８月定例教育委員会の日程について
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［開会時刻：１０時００分］

佐伯教育部長

片平教育長

教育委員

片平教育長

小野学校指導

課長

片平教育長

衛藤教育委員

定刻となりましたので、令和２年７月定例教育委員会を開催いたしま

す。片平教育長よろしくお願いいたします。

それでは、令和２年７月定例教育委員会を開催いたします。

最初に、前回の議事録の承認でございますが、よろしいでしょうか。

≪了承≫

承認ということで進めさせていただきます。

報告事項に入ります。最初に令和２年７月学校教育行事及び社会教育

施設行事について説明をお願いします。

学校教育行事について説明させていただきます。まず共通行事です。

本日午後から校長会議となっております。１０日に教頭会議となって

おりますが、臨時議会が開催されますことから、１３日に変更してお

ります。２０日ですが、プログラミング研修を密にならないよう小学

校各１名ずつとし、今年度からプログラミング学習が始まりますの

で、その研修会を行います。

学校関係ですが、１日に南中校区、中中校区については小中連絡会が

行われております。中旬に中学校で期末考査が行われますので、小学

校では、日数等が学校によって差がありますが、家庭学習強化期間を

設けております。１１日土曜日は土曜授業が実施されます。２２日水

曜日に中学校でＩＢＡテストが実施されます。７月下旬から８月上旬

にかけて各小学校で個人懇談、東中では三者面談、東中以外は、２・

３年生は三者面談を行い、１年生については家庭訪問を実施するとい

うことです。

ただ今学校行事について説明がございましたが、それについて質問等

ございませんでしょうか。

プログラミング教育研修会は学習指導要領の改訂に伴っての研修会だ

と思いますが、具体的にどのような内容なのか教えていただきたいと

いうのが１点です。
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片平教育長

小野学校指導

課長

片平教育長

それから、１１日に土曜授業が入っていますが、去年までの土曜授業

は、学校行事を中心に組込んでいく形だったと記憶しています。今年

度については、教育課程の中身が入っているのかどうかということに

ついて、通常の授業かどうかということについて教えていただきたい

と思います。

東小学校で２７日から３１日まで教育相談週間となっておりますが、

この時に個人懇談会と教育相談週間と２つが重なっています。個人懇

談会をされる時は教育相談週間がないのだろうと思います。そのよう

な理解で良いのかというのが１点です。

中間小学校と西小学校ですが、中間小学校は３１日に大掃除、西小学

校は２２日に大掃除が入っています。これまでの学校行事で考えまし

たところ、学期末の大掃除だろうと思いますが、今年は８月７日が終

業式となっていますので、せっかく掃除をして２週間、３週間子供達

が登校した後、汚れてしまう可能性もありますので、もったいない気

がします。これについて、なぜこの時期にもってきたのかというお尋

ねです。南中学校は期末考査が４日間入っていて、他の学校は３日で

すので、どう理解したら良いのかと思いましてお尋ねいたします。

ただ今、５点質問がございましたが、これについて回答をお願いいた

しします。

まずプログラミング研修ですが、これはロボットを使ったプログラミ

ング研修を考えております。１１月から５年生を対象に各学校で実施

したいと考えております。

２点目の土曜授業については、以前は教育課程ではなくて学校行事を

行っていたということでしたが、今は教育課程の内容をしても良いと

なっていますので、本年度行われる土曜授業については授業を進めて

いきます。

３点目の東小の教育週間の間の個人懇談会時には、教育相談は行われ

ません。

４点目の大掃除については、１学期の区切りの大掃除ということで、

大掃除ではなくても、日ごろから実施しているということです。

５点目の南中学校ですが７日は間違えで期末考査、８，９，１０日の

３日間で期末考査が実施されます。

よろしいでしょうか。
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衛藤教育委員

小野学校指導

課長

衛藤教育委員

小野学校指導

課長

片平教育長

佐野教育委員

それともう１点、今月から新しい取り組みとして小学校に教育長ミー

ティングが計画されています。これは非常に良いことだと思うのです

が、具体的にどのような内容で、中学校は期末考査やその他学校行事

の関係で７月に入らなかったのでしょう。いつ頃を予定しているのか

教えてください。

教育長ミーティングについては、教育長が各学校に行って、職員研修

の一環として、これからの中間市の教育や生徒指導について、講話を

していただいております。時間は各学校３０分程度で行われます。中

学校については、９月に行う予定になっております。

現段階では、年間に１回ということですか。

そのとおりです。

教育長ミーティングにつきましては、学校の管理職と私がお話をする

機会は多くあります。しかし、校長、教頭から一般教諭に対して、私

の気持ちを伝えることはあるのですが、直接一般教諭とお話をする機

会がほとんどないので、直接先生方に教育の在り方、私の中間市の子

供達の教育力を上げる取り組みや思いについて、一人一人に理解して

いただきたいと思い、各学校に出向いて対話式でお話をさせていただ

きます。夢を持って、希望を持って、先生方に、子供達に将来を与え

る教育をしていただきたいと思ってお話をさせていただきます。これ

は、今年度からの取り組みです。去年、一昨年は非公式でそのような

取り組みを行っておりました。しかし、今年度からは公式に行ってい

きたいと思っております。

他によろしいでしょうか。

ここ２、３日、ひどい雨が降っておりまして、南九州人吉のあたりは

水害の被害を受けております。先月、中小のみが防災訓練を行ったり

しているのですが、毎年早い時期に水難の防災訓練をどの学校も行っ

たほうが良いのではないかと思います。今回はコロナの影響で防災訓

練がなかなかできてない状況ですが、新入生等が新しい学校で、どこ

にどのように避難したら良いのかというのが分かりづらいのではない
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片平教育長

小野学校指導

課長

片平教育長

河本教育委員

かというところで、なるべく早い防災訓練をお願いしたいところで

す。そして、たまたまですが、数年前に底井野小校区の避難訓練に参

加した時に、この委員会で決定することではないのですが、川西地区

は水難の時の避難場所が中間中になっています。子供達と歩くと中間

中に行くのに３０分から４０分の時間がかかります。その中で昨日今

日とニュースを見ていますと、２０分位で水かさが増したということ

が報道されています。できれば、今、底井野小学校は水難の避難場所

には指定されていませんが、臨機応変に開錠してもらえるような仕組

みを整えていただきたいと思います。

提案が佐野委員からありましたが、それについて小野課長。

防災訓練については、佐野教育委員が言われるように、例年５月や６

月に中学校では定期考査最終日に実施をしているところです。本年度

については、コロナの関係で学校がスタートできなかったというとこ

ろで、まだ訓練ができている学校は少ないのですが、年度中には必ず

防災訓練、避難訓練については、実施するようになっていますので、

２学期以降に実施していきます。また、学校にはなるべく早めに訓練

を実施するよう指示を出したいと思います。

先ほど出された提案、避難経路等につきましては、安全安心まちづく

り課と相談しながら、見直し等を図ってもらいたいと考えておりま

す。

他にございませんでしょうか。

先日テレビで見たのですが、コロナウイルスが一番飛散する場所はト

イレだそうで、特に水洗トイレを流した時に周りにまき散らすそうで

す。それで「水洗トイレを流す時は蓋をした方が良い」とありました

ので、それを実践していただきたいと思う反面、トイレの蓋に菌が付

くという心配があります。床や蓋を念入りに、特にトイレ掃除に気を

付けて清潔にやっていただきたいと思います。クルーズ船を調べた時

に、一番コロナウイルスが付着していたのがトイレだったらしいの

で、気を付けていただきたいと思います。

それと、今、通常登校が始まりましたが、子供達や先生達はどのよう

な状況なのか、先生達の負担が半端ないと思います。様々なところに
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片平教育長

小野学校指導

課長

河本教育委員

小野学校指導

課長

松永学校教育

課長

片平教育長

衛藤教育委員

気を使って、子供達も自分自身も気を付けないといけないので、とて

も大変な状況だと思います。現在はどういう状況なのでしょうか。

小野課長、学校の状況について説明してください。

児童生徒が登校する時には体温チェック、それと家庭で健康カードを

チェックした中で登校しています。児童生徒が下校した後は、職員が

丁寧に消毒作業を行っているという状況です。

問題は発生していませんでしょうか。

特にございません。

トイレの消毒についてですが、７月の臨時議会で補正予算を提出する

予定です。その予算の中に緊急雇用ということで、各学校に１名ずつ

消毒専門のサポーターを配置しようということになっております。緊

急雇用は３ヶ月なので、その後については県の事業としてサポーター

事業がありますので、そちらにも手を挙げております。よろしいでし

ょうか。

先日も学校で先生方から様々な話を聞いた中で、放課後のトイレの消

毒、教室内の消毒にずいぶん手間がかかっており、午後９時近くまで

になることもあるということでした。このように先生方に手間をかけ

ております。今、松永課長が言いましたように、サポーターを入れる

ということで、その分、少し手間が省け、本来の業務に十分に力をそ

そぐことができるかと思います。

他によろしいでしょうか。

今のコロナの関係でお尋ねしたいのが、学校でそれぞれ健康チェック

を行っていると思います。それは前々回の教育委員会で話は出ました

が、最近コロナの症状の中で、若干チェックの仕方が変わってきてい

ます。例えば、前は発熱や咳等が挙げられていましたが、今は下痢症

状や味の感覚がないとかあるとか変わってきています。チェックリス

トの中身の追加をされているのかどうか、それをお尋ねしたいのです

が。
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小野学校指導

課長

衛藤教育委員

片平教育長

米満生涯学習

課長

片平教育長

衛藤教育委員

下痢症状や味覚異常等の追加はされていません。

できる限り早急に追加をされた方が良いのではないかと思います。

今日、校長会がございますので、確認したいと思います。前回の内容

を見ると、随分詳しいチェック項目が多い学校と、大まかな学校があ

りました。大まかな学校につきましては、個人の観察や相談、子供達

との話の中で聞き取りを行ったりして対応しているようです。

他によろしいでしょうか。

それでは続きまして、社会教育施設行事です。

中央公民館、体育文化センター、生涯学習センターの予定はございま

せん。

最初に、図書館です。１５日水曜日、ブックスタートといたしまし

て、保健センターで本に親しむきっかけづくりとして、７ヶ月児を対

象に本と読書記録通帳を渡します。対象人数は２５人前後です。

続きましてハーモニーホールです。１９日日曜日、なかまアマチュア

寄席といたしまして、落語とマジックショーを行います。参加者は

５０名弱で、参加料は３００円となっています。

ただ今説明がございましたが、それについてご意見、質問等ございま

せんでしょうか。

ブックスタートにつきまして説明がございましたが、７ヶ月の子供に

するということですね。

その後のセカンドブックというのがありますが、それがわざわざ保健

センターを使ってされているようですが、図書館ではないということ

ですが、どのような理由なのか分かりましたらお願いします。

もう１つは、先月の教育委員会の時に、教育施設の開放について人数

制限をされていますが、開放されていますよね。その件でお尋ねした

いのは、１０日位しか経過しておりませんが、中央公民館でサークル

活動をされている団体がかなりあると思います。この方が７月１日か

ら今日まで活動されているのか、活動されていないのか、もし活動さ
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片平教育長

米満生涯学習

課長

衛藤教育委員

米満生涯学習

課長

衛藤教育委員

米満生涯学習

課長

衛藤教育委員

米満生涯学習

課長

片平教育長

衛藤教育委員

れているとすれば、人数制限の件について、どのような形でされてい

るのか分かりましたら教えていただきたいと思います。

米満課長。

まず、最初のセカンドブックにつきましては、保健センターで検診が

ありますので、その時にお渡しするということで、図書館ではなく保

健センターで行います。

各施設の利用状況になりますが、１日に１、２件程度で、通常に比べ

て６割か７割で、やはり部屋割りの部分とコロナに対しての危機的意

識がある程度あるのではないかと思われます。

今利用されているということですね。

利用されています。

どのくらい利用されていますか。

１日に１、２件程度利用されています。

１０人のサークルの場合、使う場所によっては人数制限がありますよ

ね。その人数制限により参加できなかった方が「私も参加したかった

のに」と、利用者からのクレームや相談はありませんか。

今、各サークルで部屋の人数割をしております。通常１５名程度で

１０人しか入れない部屋を使っていました。そのため、通常の部屋を

大きな部屋に代替えして利用していただくようにしております。

よろしいでしょうか。

今は２つ３つのサークルだからうまく回ると思うのですが、私が覚え

ているのは、昨年、中央公民館でサークル活動の一覧表をいただいた

時に、かなりのサークルがありました。その人たちが全部自分達も利

用したいということになると、今は大きい部屋で活動をされていて
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米満生涯学習

課長

衛藤教育委員

片平教育長

米満生涯学習

課長

も、部屋の都合がつかないと、うまく回わらないという状況がでてき

ます。そういうことについて、まだ先のことだから分からないと思い

ますが、現時点の段階で対応を考えていますか。

部屋の代替えについては、以前から行っております。今のところでき

なかったという意見は聞いておりません。

わかりました。

よろしいでしょうか。他にございませんでしょうか。

それでは続きまして、中央公民館を廃止する条例の議会の継続審議に

ついて説明をお願いいたします。

中央公民館を廃止する条例の議会の継続審議についてですが、６月議

会にて上程しておりました第４５号議案中央公民館条例を廃止する条

例につきましては、総合政策委員会において、現時点では利用者、市

民の皆様がきちんと納得できるだけの説明が十分にできていないこと

等の意見がございましたので、継続審議となっております。今後につ

きましては、住民説明会等を行い、さらなる市民への周知を図りたい

と考えております。住民説明会の開催につきましては、中間市体育文

化センターで８月３日、４日１８時３０分から１時間、各３小学校区

を予定しております。内容につきましては、本日、別紙資料を配付し

ております。１ページ目、中央公民館の概要と現状の中で、これまで

の修繕、改修と、今後必要な修繕、改修、また課題を説明いたしま

す。

２ページになりますが、廃止方針に至った経緯といたしまして、中間

市公共施設等総合管理計画での評価及び社会教育施設等あり方検討委

員会報告書での区分、並びに中間市行政改革推進本部会議の中での方

針決定についてご説明いたします。また中央公民館、機能移転に伴う

スケジュールと主催講座の継続について説明いたします。

３ページになります。代替え施設案につきましては、生涯学習センタ

ーを中心施設とした各公共施設での活用を説明いたしまして、今後サ

ークル活動としての活動及び一般利用者については、代替え施設案の

提示を丁寧に行っていく旨の説明を行いたいと思います。
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片平教育長

衛藤教育委員

米満生涯学習

課長

衛藤教育委員

佐伯教育部長

最後に継続審議中のスケジュールにつきましては、９月議会承認後、

サークル活動の代替え施設を決定していきたいと思います。以上で

す。

ただ今説明がございましたが、住民説明会をしっかり開いて説明を行

うということでございますが、これについてご意見、ご質問はござい

ませんでしょうか。

今、総合政策委員会で今後のことについては取扱いながら、全議員さ

んに図るのだろうと思います。基本的に新聞や市長さんはその日にコ

メントされていましたが、私が思っているのは、市民の方々は中央公

民館がなくなったら、活動がどうなるのかということが分からないと

いうのが心配の種だということです。中央公民館がなくなった後の、

今まで行っていた中央公民館での活動を市民に見える化してほしいと

いうことで私は理解しているのですが、そういう理解で間違えないで

しょうか。

中央公民館の廃止につきましては、市民の方が、中央公民館がなくな

るということは、サークル活動等がなくなるのではないかという認識

があったのではないかということです。現実的には中央公民館の建物

がなくなるということで、基本的な中央公民館が行っていかなければ

ならない部分につきましては、代替えスケジュールに書いていますよ

うに、ハピネスなかま等を間借りした中で活動していくという形で考

えております。

市民の方々からすれば、具体的に中央公民館が濃い事業をやっていた

と、それが今度はこの課にこういう形で移しますということが分かる

ような資料を整備してほしいと思います。中央公民館がなくなっても

自分達の活動は今までどおり続けられるという安心感を与えて欲しい

ということで、私は継続審議になったのではないかと理解しています

が、間違えでしょうか。

衛藤教育委員が言われるように、確かに新聞報道では中央公民館廃止

ということで、内容が付いていなかったというところもあります。そ

ういう意味で市民にしっかりと周知ができなかったというところで、

今回継続審議になっております。当然今回の住民説明会の中で、衛藤
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衛藤教育委員

佐伯教育部長

教育委員が言われた公民館の建物は廃止するのですが、公民館の機能

はそのまま代替え施設、生涯学習センターに移し、ただ生涯学習セン

ターにつきましては、２年間指定管理にしておりますので、来年度こ

こに書いております、機能、移転につきましては、ハピネスなかまの

方に１年間間借りをするような形で、公民館の機能をそのまま移して

活動をするということを、住民に説明していきたいと思っておりま

す。

今初めてハピネスなかまで１年間行うという話をお聞きしたのです

が、それまではどこかで代替え施設を確保して市民の方々に不安を与

えないような状況をとりますという話でした。要は市民の方々が望ん

でいるのは、見える化してほしいと、どのようになっているのか、将

来像がきちんと見えるようにしてほしいと、具体的に分かるようにし

て欲しいと願っています。それは議員さんも同じようなことだと思い

ます。具体化し、市民の方々にはっきり示せば「分かりました」とな

ると思います。一番大事な部分は、例えばハピネスなかまになれば、

中央公民館なら行けたけど、ハピネスなかまだと参加しにくいと、そ

ういうことも含めて市民の人たちが「これだったら分かりました」と

いう案を作ってほしいと思います。今資料に示された内容は、市民の

人たちは分かるのだろうかと、流れは分かりますが、個々の部分が分

かりません。一番知りたいことは、個々の部分がどうなるのかという

ことだと思います。個々の活動が具体的に見える化をしていただけれ

ば、我々も「中央公民館は対応しているから、心配しなくていいよ」

という話ができると思います。我々自身にも大変ありがたい話だと思

いますので、もう少し具体的なものを添えていただければ、より鮮明

化するのではないかというのが私の意見です。

この資料の中身については、今説明した中で、公民館の機能移転につ

いて、詳しいスケジュールを掲載しております。あくまでも、社会教

育の中心的な中央公民館の機能はそのまま移転するという方が、サー

クルが３７ほどありますが、細かくやっていくと、なかなか収集がつ

かない部分があります。大きく公民館の機能はそのままにして代替え

施設でやっていくということを、市民の方々にしっかり伝えていけれ

ば、ある程度は納得していただけるのではないかと思っております。

それからサークルと、成人式等も全て行いますということは、当然、

私が住民説明会の時に説明させていただいた中で、様々な意見が出れ
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衛藤教育委員

佐伯教育部長

ば、そこで対応していければと思っております。資料の説明というの

は、この資料を組み回覧で回して、呼びかけをして、説明会を行なっ

ていきたいと思っております。

私が思っているのは、中央公民館が廃止される時に市民の方々に「心

配いりませんよ」と、「中央公民館は廃止しても、機能としては維持

します。だから心配しないでください」ということで廃止に向かわれ

たわけですよね。ところが、議会の中では、それでは不備だという形

で、今回継続審議になったのだと私は思っています。ということは、

より具体的なものを求められているのではないかと思います。そうす

ると、事務局から見た具体的なものと、市民が感じる具体的なものは

違うと思います。だから市民が感じる具体的なものを提示してあげな

ければ、不安は取り除けないと思います。そのことが結果的には、

「公民館がなくなっても心配はないね。我々は今までどおり活動でき

るね」と、市民の安心や、これからの生涯学習の生きがいになると思

います。より具体的なものを提示してあげないと、最初の段階で「心

配しなくて良いですよ」と言っているわけですから、それでもダメだ

ということで、私が聞いた話によると、署名活動がたくさんされたと

いうことで、署名活動の中身は分かりませんが、おそらくそういうこ

とが含まれているのではないかと思います。より具体的なものが求め

られているのではないかという気がしますが、いかがでしょうか。

言われることは分かりますが、当然今まで市民の方に伝わっていなか

ったということで、今この資料を出しています。「公民館機能が全て

なくなる」という住民不安が一番多くて、そこの説明が十分できてい

なかったというところで、当然、そこでの説明をしていきたいという

のがこの資料であります。各サークル団体については、貸館も行って

いますので、利用されている方については、直接サークルに行って説

明等を行っていますので、その方法で説明していく方が良いのではな

いかと思っております。今回の住民説明会の資料といたしましては、

ある程度具体的に方向性を出していったつもりではありますが、どの

サークルがここに来ますという具体策を示すより、今使っている団体

については、生涯学習課がしっかり団体サークルの方にお話している

ところでありますので、このような形でやらせて頂ければと思ってお

ります。
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衛藤教育委員

佐伯教育部長

この資料が悪いと言っているわけではありません。これはこれで大事

だと思います。概略で基本的な考え方が示されていますから、要はも

っとこれより具体的な、例えばこのサークルはどうする、どこに行く

とかではなくて、サークル活動全体は、この場所に移動してやります

とか、また、サークルによっては、その年その年によって増えたり減

ったり、それから活動内容が変わったりしますから、それを１つずつ

上げるのは難しいのではないかと思います。しかし、自分たちの趣味

を活かすと言う考え方でサークル活動をされている方は、やはり続け

たいと思っていますので、どこかで自分たちの活動する場がきちんと

残されていると言う意味では、見える化した方が良いのではないかと

私は思っているわけです。そのことで市民に安心感を与え、中央公民

館がなくなっても大丈夫だという気持ちにもなるような気がします。

それともう１つ、中央公民館が廃止される話を２月にしましたが、あ

の時の予定では中央公民館を廃止して、９月にサークルの人たちを集

めて、話し合いをすると言う形になっていたと記憶しています。その

時に教育委員会の中で私が申し上げたのは、廃止後にサークルの人た

ちを集めたら様々な意見や要望が出ませんかと、その意見や要望に、

全部答えるというのは、廃止しますと決定した後には難しいのではな

いですかと、決定前に様々な話をされた方が良いのではないかと思い

私はそういう意見を言いました。今、そのような形を最終的な決定前

に、市民に安心を提供しようとすることで、色々整理をされているの

だと思います。要はより具体的なものを提示しないと、市民の方々は

安心されないのではないかと思います。私の意見としてですが、より

具体的なものを提起してほしいということと、それともう１つは、教

育委員会の中でもこのような形でこれから話をし、中央公民館のこと

については、我々に意見交換をする場を作っていただけたなら、我々

の意見も反映できるのではないかと思います。そのとおりになるかど

うかは分かりませんが、私は、意見交換をする場を与えてほしいと、

中央公民館の今後の具体的なスケジュールをまとめるにあたって、そ

して議会の方に提出するにあたって、新しく様々なことを考えておら

れるようですから、それを我々も意見交換をする場を作ってほしいと

いう要望です。以上です。

基本的にその具体策としては、先程説明いたしましたように、各サー

クルについては、このような代替案を作成して、コロナの影響もあり
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衛藤教育委員

米満生涯学習

課長

片平教育長

衛藤教育委員

片平教育長

ますので代表者に、趣旨等を説明しております。ある程度のご理解は

いただいていると思っています。

その中でやはり、各サークルの全員が来られた訳ではありませんの

で、今はサークルがあった時に職員が出向いて、今の公民館の状況を

説明しています。今、衛藤教育委員が具体的にと言われましたよう

に、そういうところで具体的なところで今話をしているというところ

でご理解いただければと思っています。その他につきましては、今継

続審議になって議会の方にもう１回このような形で説明して、あくま

でも、住民説明会をした内容等を報告していくという形になっていく

のではないかと思います。

このスケジュールを見ましたら、「７月３日現在１９団体２０６人に

説明」したとありますが、これは行われたのでしょうか。

説明をしている部分につきましては、利用するときに皆さんが集まり

ますので、以前は団体の代表の方に説明をしておりました。その中で

具体的な部分として、サークルで集まった中で個別に再度状況を話し

ているという数字が、団体と人数になっております。

よろしいですか。

個別に説明を行って、１９団体２０６人となっているということです

ね。それで結構だと思います。詳細は必要ありませんが、どういうこ

とをサークルや市民の方に説明されたのかということについて、我々

にも意見交換をする場を作ってほしいというお願いです。事後報告を

しないでほしいということです。今度の学校再編についても、事前の

話し合いを教育委員が知らなくて、事がどんどん進んでいくというこ

とと関係してくるわけですから、ぜひ我々にも意見交換をする場をつ

くってほしいというお願いです。

よろしいですか。

今、意見交換をする場と言う話が出ておりますが、教育委員さんの意

見を頂きながら、また様々な手順もございますので、しっかり手順を

踏みながら進めていきたいと考えております。

それでは、次の、専決処分を報告し、承認を求めることについてでご

ざいます。松永課長。
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松永学校教育

課長

承認第５号 令和２年度一般会計補正予算第４号要求について

ご説明いたします。

国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の第２次配分

が決まりましたことから、現在実施している又は今後実施する予定の

中間市独自の感染症対策について、緊急的に予算措置する必要がある

ことから、直ちに補正予算を編成し、議会の議決を求めるため、７月

１０日に臨時市議会を開催することとなりました。このことを受けま

して、教育委員会の感染症対策等に係る経費につきまして補正予算を

調整いたしました。５月の補正予算案の要求のときと同様に、急施を

要する案件のため、教育委員会議を開催するいとまがないことから、

６月２６日付けで専決処分したものであります。

それでは、学校教育課の予算からご説明いたします。別にお配りしま

した予算要求内訳書をご覧ください。歳出からご説明いたします。

１０款１項２目 学校 ICT支援に要する経費１７節 備品購入費 
補正額２，３７０万４千円。これは、タブレットを活用した授業に必

要とする移動式の大型モニターを、中学校と小学校高学年の教室に配

備する経費です。約８０台分の経費を見込んでおります。

次に、２項小学校費１目小学校管理運営に要する経費１２節 ICT端
末整備委託料補正額１，０７０万４千円。これは令和元年度３月補正

で予算計上いたしました、小学５年生、６年生全員のタブレット端末

の導入費用のうち、３人につき１人分の経費が中間市単独で負担する

費用でありましたが、このたびこの経費を、全額、第２次地方創生臨

時交付金を活用いたしまして、全額、国の負担分に財源を振り替える

ことといたしました。端末の台数といたしましては、２２２台分を見

込んでおります。同じく、３目小学校感染症対策等に要する経費１０

節消耗品費補正額４００万円、１７節備品購入費補正額３００万円。

これは、今後も新型コロナウイルス感染症とともに生活していかなけ

ればならない状況を踏まえ、感染症対策と子供達の健やかな学びの保

障を両立し、学教教育ならではの学びを進めていくことができるよう

な取り組みを、小学校の校長が、迅速かつ柔軟に実施できるよう、国

の補助金と臨時交付金を活用いたしまして、消耗品費と備品購入費を

計上いたしました。

次に、３項中学校費１目中学校管理運営に要する経費１２節 ICT端
末整備委託料補正額６１２万６千円。これも、小学校費と同様です

が、令和元年度３月補正で予算計上した中学１年生のタブレット端末
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片平教育長

米満生涯学習

課長

の導入費用のうち、３人につき１人分の経費が中間市単独で負担する

費用でありましたが、このたびこの経費を、第２次地方創生臨時交付

金を活用いたしまして、全額、国の負担分に財源を振り替えることと

いたしました。端末の台数といたしましては、１０６台分を見込んで

おります。なお、この補正予算によりまして、今年度中に、児童生

徒、及び小中学校の教員全員にタブレット端末を整備する費用につき

ましては、全額、国の補助金と臨時交付金によりまして整備すること

となっております。同じく、３目中学校感染症対策等に要する経費１

０節消耗品費補正額２５０万円、１７節備品購入費補正額２００万

円。

一番下の表をご覧ください。児童生徒数を基準として、各学校に配分

する金額を表示しています。３００人以下が１００万円、５００人以

下が１５０万円であります。以上、４号補正の歳出予算の総額は

５，２０３万４千円であります。

次に歳入をご説明いたします。１４款２項４目２節小学校費補助金、

小学校教育活動再開支援事業補助金、補正額３５０万円。同じく３節 

中学校費補助金、中学校教育活動再開支援事業補助金、補正額２２５

万円。これは、学校再開に伴い、感染症対策等を徹底しながら、子ど

もたちの学習保障をするために必要とする経費に対して、２分の１の

補助率で国が措置するものです。

以上、４号補正の歳入予算の総額は、５７５万円であります。

続きまして、生涯学習課お願いします。

生涯学習課所管分についてご説明いたします。

歳入といたしまして、１４款２項４目４節文化芸術振興費補助金とい

たしまして、１，１３２万円を計上しております。この補助金につき

ましては、コロナウイルスに伴い、施設の閉館等を実施した文化施設

に対し、再開にあたって必要とされる感染症予防等を支援するもので

ございます。補助率につきましては、それぞれ２分の１となっており

ます。なお、２分の１を超えた部分につきましては、コロナ感染症対

応の地方創生臨時交付金を活用することとなっております。

次に歳出についてご説明いたします。１０款４項１目５中間市文化振

興財運営に要する経費１０節需用費需、消耗品費といたしまして、
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衛藤教育委員

片平教育長

松永学校教育

課長

衛藤教育委員

８５万９千円を計上しております。なかまハーモニーホールの来館者

の手のアルコール消毒液等を合計１４０本購入するものでございま

す。補助率は２分の１です。

次に修繕料といたしまして、なかまハーモニーホールの空調設備改修

費２,３４９万２千円を計上しております。これは大ホール、小ホー
ル、展示室、ロビーの空調設備の改修等を支援するものでございま

す。対象上限額２，０００万円で、補助率は２分の１です。

次に１７節備品購入費といたしまして１７８万１千円を計上しており

ます。多人数用サーモグラフィーを３台分購入するものでございま

す。補助率は２分の１です。

続きまして、１０款４項４目１図書館管理運営に要する経費、１７節

備品購入費といたしまして、１７５万円を計上しております。これは

図書館パワーアップ事業としまして、図書購入費９０万円、図書消毒

機８５万円を購入するものです。以上ご審議のほどよろしくお願いし

ます。

ただ今学校教育課、生涯学習課の補正予算の説明をいたしましたが、

これについて、ご質問等はございませんでしょうか。

学校教育課分ですが、３目保健給食費１０節の消耗品費と備品購入費

の予算が増額されていますが、これは前回も備品を購入するために計

上されていましたが、さらに何か備品を購入するための予算だと思い

ますが、どのようなものを購入されるのですか。

松永課長。

これはコロナ感染症に対するもので、例えば消毒に要するものを購入

する経費です。これから不測の事態が生じるかもしれないので、その

時のために予算を計上しています。今、４００万円分の何を購入す

る、ということが決まっているということではございません。今から

３学期に向けて、いつでも執行できるようにということで予算を配分

しているということです。

分かりました。それと同じく、生涯学習課の備品購入費で、多人数サ

ーモグラフィー３台という具体的な数字が上がっていますが、前回も
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米満生涯学習

課長

片平教育長

小野学校指導

課長

片平教育長

小野学校指導

課長

片平教育長

衛藤教育委員

片平教育課長

サーモグラフィーを購入するということで予算を承認した気がするの

ですが、改めて３台というのはどう理解したら良いのでしょうか。

前回購入した部分につきましては、１人１人検温するタイプで、今回

の３台につきましては、多人数用です。一気に２０名程度検温ができ

て、異常があれば知らせてくれるという形になっているものでござい

ます。

よろしいでしょうか。他にございませんでしょうか。

それでは、その他につきまして、小野課長。

今年度、各小中学校の体育会についてですが、体育会については、小

学校、中学校、土曜授業等を活用して実施していきます。また、密に

ならないように、今年度の体育会につきましては、来賓等も呼ばない

で実施します。教育委員さんの出席等についてもございませんので、

お伝えしておきます。また、小学校は、東小以外は９月２６日土曜日

に土曜授業で実施します。東小につきましては、１０月２４日土曜日

に実施します。中学校は、東中学校以外は１０月１０日土曜日に土曜

授業で実施し、東中につきましては、生徒数も多いので、平日の午後

実施ということで、１０月中旬予定です。

午前中のみですよね。

はい。土曜授業で実施するので、午前中で終ります。児童生徒の振替

休日等もありません。

東小学校は修学旅行の関係で、日程が異なるということです。

よろしいですか。

別件で、毎年予定されています小学校と中学校の学校訪問ですが、今

年はコロナの関係で中止ということにしていただいた方が良いのでは

ないかと思います。

それにつきましても、そのような形をとらせていただきたいと思いま

すし、今年は私が教育長ミーティングで各学校を全部周りますので、

よろしいでしょうか。
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教育委員

小野学校指導

課長

片平教育長

米満生涯学習

課長

片平教育長

松永学校教育

課長

片平教育長

≪了承≫

ありがとうございます。各学校に連絡したいと思います。

よろしいですか。

続きまして、米満課長。

生涯学習課から２点あります。１点目になります。例年１０月に開催

しております中間スポーツフェスタにつきましては、コロナ感染拡大

防止のため中止といたします。

２点目です。社会教育施設等の利用について別紙の資料があると思い

ますが、社会教育施設等の段階的に緩和についてです。６月１日か

ら、屋内、屋外施設においては感染拡大防止策を行いながら、開館時

間を１７時までとしておりましたが、７月１日以降さらなる緩和を行

っております。別紙資料になりますが、部屋割りの人数の見直しを行

っております。国で示された定員５０％を目途に、利用可能人数を変

更しております。またバレーボール等の利用可能協議の制限を解き、

密にならないようお願いをしております。開館時間につきましても通

常に戻しております。

他にありませんか。

松永課長。

本年６月に市内居住の大村秀三様から、中間市の学校教育への寄附金

として５５万円をいただきました。これは、大村様のお母様が、先日

なくなられ、ご香典のお返しを、中間市の小中学校の教育活動にと、

寄附していただいたものです。この寄附金の活用につきましては、今

年度すべての児童生徒にタブレット端末が配備されますが、その１つ

１つの画面に抗菌のガラスコーティングを施すことといたしておりま

す。このことにつきましては、８月の広報なかまに掲載する予定であ

ります。

よろしいでしょうか。他にございませんでしょうか




